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１．はじめに
　2011 年に国連人権理事会は、セクシュアリ
ティ指向とジェンダー・アイデンティティに関
する初めての国連決議”Human R i g h t s , 
Sexual Orientation and Gender Identity”1（人
権とセクシュアリティ指向とジェンダー・アイ
デンティティ）を採択した 2。
　決議案を提案した南アフリカは、国連人権高
等弁務官事務所（OHCHR）（ナパネセム・ピ
レイ人権高等弁務官）に対して、全世界におけ
るセクシュアリティ指向やジェンダー・アイデ
ンティティに基づいた諸個人に対する暴力行為
や差別的な法律や慣行に関する研究／調査をす
るように要請した 3。決議の採決によって、
OHCHR は 2011 年 11 月 17 日付けで、セクシュ
アリティ指向とジェンダー・アイデンティティ
に基づいた暴力や差別が蔓延する現状を明らか
にした正式な国連報告書（A/HRC/19/41）4

を作成した。この報告書の内容に基づき、2012

年 3 月 7 日に人権理事会で公式パネル・ディス
カッション 5 が開催された。（イスラーム諸国
の政府代表は、反対の意思表明のために、会議
開始時に議場から退席したり、議論自体に抗議
する発言をしたりしていた。）
　以降、2013 年 7 月 26 日から国連は、国連人
権高等弁務官事務所と共に、LGBT の人びと
の人権のための「Free & Equal」キャンペー
ンを先導していく。OHCHR による冊子「Born 
Free and Equal」20126 の発行、サイト 7 の開設、
冊子の電子版 8 の発信、動画ビデオ 9 の公開

（2013/12/09）、国連の LGBT コアグループ 10

の結成などが続いている。（日本は、LGBT コ
アグループに参加している。）
　このコアグループの呼びかけで、2013 年 9
月 26 日に、11 か国の政府および２つの国際機
関の閣僚級高官 11 が集まって、LGBT の人権
に関する会議 12 を開催し、「セクシュアリティ
指向及びジェンダー・アイデンティティに基づ
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いた個人に対する暴力と差別を終えることに関
する政府閣僚宣言」13 を採択した。日本の新美
潤国連大使も出席している。この宣言では、各
国政府に、LGBT の人びとの人権の擁護のた
めに、差別的な法律を廃止し、憎悪に基づく暴
力への対処を改善し、セクシュアリティ指向や
ジェンダー・アイデンティティに基づいた差別
や人権侵害からの十分かつ適切な法的保護を保
証するように求めているのである。
　本稿は、椎野 2017 に引き続き、LGBT の権
利についての 21 世紀における国連での議論を
辿ることによって、議論のテクストに見られる
sexuality 概念の用法・特徴を把握するもので
ある。14

２．国連人権理事会第27回会期決議「人権
とセクシュアリティ指向とジェンダー・アイデ
ンティティ」採択2014-10-2　（A/HRC/
RES/27/32）

　人権理事会は、2014 年 12 月 26 日に、再度、
「人権とセクシュアリティ指向とジェンダー・
アイデンティティ」（SOGI 決議）15 を採択した。
ブラジル、チリ、コロンビア、ウルグアイの共
同提案であった。決議案は、賛成 25 票、反対
14 票、棄権 7 票で、可決されたのである。（日
本は、賛成票を投じた。）

　以下、決議のテクストの日本語私訳を載せて
おく。
国際連合� A/HRC/RES/27/32
総会� 配布：一般
� 2014 年 10 月 2 日
� 原文：英語
————————————————————
人権理事会
第 27回会期
アジェンダ項目８
ウィーン宣言と行動プログラムの
フォローアップおよび履行

人権理事会によって採択された決議
27/32
人権とセクシュアリティ指向とジェンダー・アイデ
ンティティ

人権理事会は、
　人権の普遍宣言 [世界人権宣言 ]に正式に記され
ているような、そしてそれゆえに、経済的・社会的・
文化的権利に関する国際規約や、市民的・政治的権
利に関する国際規約やその他の関連のある中核の人
権の法律文書のような、他の人権の法律文書に入念
に述べられているような、人権の普遍性・相互依存
性・不可分性・相互関係性を想起する。
　人権の普遍宣言 [世界人権宣言 ]は、すべての人
間が、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と
諸権利において平等であるということを確認し、そ
してあらゆる人には、人種・皮膚の色・性別・言語・
宗教・政治的意見や他の意見・国民的あるいは社会
的出自・財産・出生や他の地位のような、どんな種
類の区別もなく、宣言に述べられているあらゆる人
権と自由を享受する資格があるということもまた想
起する。
　ウィーン宣言と行動プログラム（計画）が確認す
るのは、すべての人権が普遍的・不可分的・相互依
存的・相互関係的であるということ、および国際社
会は、地球規模で、公平で平等な仕方で、同じ条件で ,
同じ重点を置いて、人権を扱わなければならいとい
うこと、そして国家的・地域的な特異点やさまざま
な歴史的・文化的・宗教的背景の意義は ,心に留め
ておかなければならないが一方で、すべての人権と
基本的自由を促進し擁護することは、その政治的・
経済的・文化的制度にかかわらず、諸国家の義務で
あるということであることを、さらに想起する。
　さらに 2006 年３月 15日の総会決議 60/251 を想
起する。そこにおいて、人権理事会には、どんな種
類の区別もなく、公平で平等な仕方で、万人のため
に基本的自由とすべての人権を擁護することへの普
遍的尊重を促進する責任があるべきである、と総会
で述べられたのである。
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　あらゆる形態の差別やあらゆる種類の差別のせい
で振るわれた暴力と闘うことに関する全ての関連し
た人権理事会や総会の決議、特に 2011 年 6月 17日
の理事会決議 17/19を、また想起する。
　自らのセクシュアリティ指向やジェンダー・アイ
デンティティーの故に諸個人に対して加えられた、
世界のあらゆる地域における、暴力や差別行為に対
して、重大な懸念を表明する。
　セクシュアリティ指向やジェンダー・アイデン
ティティーに基づいた差別や暴力に対する闘いにお
ける、国際的・地域的・国家的レベルでの、積極的
な展開を歓迎する。
　人種・皮膚の色・性別・言語・宗教・政治的意見
や他の意見・国民的あるいは社会的出自・財産・出
生や他の地位に基づいた差別や暴力に対する闘いに
おける、国連人権高等弁務官事務所の努力をまた歓
迎する。
１．�「セクシュアリティ指向とジェンダー・アイデ

ンティティに基づいた諸個人に対する差別的な
法律や慣行や暴力行為」（A / HRC / 19/41）
という題の国連人権高等弁務官の報告書に感謝
をもって注目する。

２．�現在の国際人権法や基準を適用して、暴力や差
別を克服する優れた実践や方法を共有すること
を目指して、報告書（A / HRC / 19/41）を更
新し、第 29 回会合の人権理事会にそれを提出
するように、高等弁務官に要請する。

３．�この課題をこれからも取り上げるべきであるこ
とを決定する。

� 第 42 回会合
� 2014 年 9 月 26 日
[25 対 14, 棄権７の投票記録によって採択された＊︎。
投票は以下の通り：
　賛成：
　　　�アルゼンチン、オーストリア、ブラジル、チリ、

コスタリカ、キューバ、チェコ共和国、エス
トニア、フランス、ドイツ、アイルランド、
イタリア、日本、メキシコ、モンテネグロ、
ペルー、フィリピン、韓国、ルーマニア、南
アフリカ、旧ユーゴスラビアマケドニア共和

国、英国、アメリカ合衆国、ベネズエラ（ボ
リビア共和国）、ベトナム

　反対：　
　　　�アルジェリア、ボツワナ、コートジボワール、

エチオピア、ガボン、インドネシア、ケニア、
クウェート、モルディブ、モロッコ、パキス
タン、ロシア連邦、サウジアラビア、アラブ
首長国連邦

　棄権：
　　　�ブルキナファソ、中国、コンゴ、インド、カ

ザフスタン、ナミビア、シエラレオネ ]
————————————————————
＊︎１代表が投票しなかった。

　2011 年の決議と同様に、前文において、世
界のあらゆる地域における、自らのセクシュア
リティ指向やジェンダー・アイデンティティー
の故に諸個人に対して加えられた暴力や差別行
為に対する「重大な懸念」を表明したのは同じ
であるが、上記の前文におけるアンダーライン
の文章は、新たに加筆されたものである。その
強調点は、すべての人権と基本的自由を促進し
擁護することが、諸国家の義務であるというこ
とを、明記したことである。国際的・地域的・
国家的レベルでの差別や暴力に対する闘いの展
開および国連人権高等弁務官事務所の努力を評
価している。
　この決議においては、セクシュアリティ指向
とジェンダー・アイデンティティに基づいた諸
個人に対する暴力や差別に関する高等弁務事務
所の報告書（A/HRC/19/41）を評価し、現在
の国際人権法や基準を適用して、暴力や差別を
克服する優れた実践や仕方を共有することを目
指して、上記の報告書をさらに更新し、第 29
回会合の人権理事会に提出するように国連人権
高等弁務官に要請した。
　国連人権高等弁務官事務所は、国連人権諸団
体や諸地域組織や諸非政府組織（NGO）の最
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近の調査結果や、2014 年 12 月 29 日に加盟諸
国に向けられた口上書への 28 件の応答を含ん
だ、諸政府機関によって提出された情報、に依
拠した報告書 16 を 2015 年５月４日に国連人権
理事会（第 29 回会合）に提出した。
　2015 年９月 25 日に国連で「持続可能な開発
のための 2030 アジェンダ」が採択されたこと
を受けて、9 月 29 日にハイレベル LGBT コア
グループは、LGBTI の人びとが直面している
問題について人びとの自覚を高め、2015 以降
の開発アジェンダの観点から LGBTI の人びと
の平等と包括に光をあてるためのイベントを開
催 し た。 そ し て 同 日、12 の 国 連 機 関 が、
LGBTI の人びとに対する暴力と差別を終わら
せるための緊急行動を諸国に呼びかける共同声
明を発表した。国連諸機関の共同名義での共同
声明は、初めてである。

３．2015年の国連12諸機関共同声明
　2015 年は、国連創設 70 周年の年であった。
1945 年６月 26 日のサンフランシスコ会議で
50 カ国が国連憲章に署名し、その過半数の国
の批准で 10 月 24 日に国連憲章が発効し、国
連が正式に創設されたのである。現在、加盟国
は 193 カ国である。（日本の加盟は 1956 年。）
また 2015 年は、2001 年に策定されたミレニア
ム開発目標（Millennium Development Goals: 
MDGs）の最終年であり、国連は 9 月 25 日に
新たな国際的な開発目標（Sus t a i n a b l e 
Development Goals: SDGs）である「持続可
能な開発のための 2030 アジェンダ」を 2016
年から 2030 年までの国際目標として採択した。
　これを受けて、2015年９月29日にニューヨー
クの国連本部でハイレベル L GBT コアグルー
プが主催したイベント（新たな国際的開発目標
の達成への進歩と L GBT の人びとの人権の擁
護の関わりに焦点を当てたイベント）に合わせ
て、12 の国連機関が LGBTI の人びと（成人・
若者・子ども）に対する暴力と差別を終わらす
ための緊急の行動を各国に呼びかける共同声明

17 を発表した。この声明は、６つの UN 言語の
すべて（アラビア語・中国語・英語・仏語・ロ
シア語・スペイン語）において入手可能である。
　以下、IL O 駐日事務所のプレスリリースの
紹介記事 18 の一部を載せておく。

「　声明は、LGBTI の人々の人権を擁護し、暴
力や差別的な法・慣行などから守らないことは
重大な国際人権法違反に当たり、経済成長や
ディーセント・ワーク（働きがいのある人間ら
しい仕事）、そして持続可能な開発目標の達成
に向けた歩みに対する悪影響など、社会に奥深
い影響を与える点に光を当てた上で、すべての
人を差別と暴力から守る国際法上の第一義的な
義務は国家にあることに注意を喚起し、政府、
議会、司法、国内人権機関による緊急の対応を
求めています。声明は国々に対し、１」暴力行
為に関する調査・訴追・救済、暴力防止に向け
た取り組みの強化などを通じた LGBTI の人々
の暴力、拷問、不当処遇からの保護、２」合意
に基づく同性成人間の性的行為やトランスジェ
ンダーの人々による自らの性別意識に基づく表
現を犯罪視する法などの見直し、廃止などを通
じた国際人権基準の尊重、３」教育や雇用にお
ける差別の禁止など、非差別関連国際人権基準
の擁護を求めています。そして、加盟国その他
の利害関係者による声明に列挙された課題に対
する取り組みを支援する用意があると呼びかけ
ています。
　声明の指すところの LGBTI の人々には、他
の名称で自認する者を含み、実際のまたは周囲
から認識されている性的指向、自らの性別意識、
性的特徴を理由として暴力や差別に直面してい
るその他の人々も含まれるものと解することと
されています。」
　この声明は、LGBTI の人びとに対する、ホ
モフォビア（同性愛嫌悪）やトランスフォビア

（トランス嫌悪）による暴力や差別や虐待に取
り組むためにもっと多くのことをするように各
国政府が行動を起こすことへの呼びかけであ
り、各国がそうするのを支援する UN 諸機関
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の側のコミットメント（誓約）を表すもの 19

である。LGBTI の人びとの基本的人権を守る
のに、これほど多くの国連諸機関が力をあわせ
たのは初めてのことである。この共同声明では、
LGBTI の人びとを差別するのにどのように法
律が用いられているのか、またトランスジェン
ダーの人びとを処罰するのに、どのように異性
装を犯罪とする法律が用いられているのかが、
述べられており、こうした差別的な法律が差別
や暴力を永続化し、人びとの健康に悪影響を与
えているのである。
　すべての人が区別なく平等の権利を享受でき
るようにすること、つまり LGBTI の人びとの
人権を守り、差別的な法律からその人びとを守
ることは、国際人権法上、国家の第一の法的義
務である。LGBTI の人びとの人権を維持でき
ず、暴力や差別的な法律と行為から守れないこ
とは、LGBTI の人びとの人権侵害であり、国
際人権法違反なのである。国家は、国際人権法
基準を尊重・支持・擁護し、守るべきで、（差
別的な法律を廃止することなどによって）国際
法の下で暴力と差別から全ての人を守る一義的
な義務を負っているのである。国連諸機関は、
そのための国家の取組を支援する用意ができて
おり、LGBTI の人びとに対する暴力と差別を
終止することを諸国家に求めており、こうした
人権侵害に対しては政府、議会、司法、国の人
権機関が迅速に対応することを求めているので
ある。
　また、12 の国連機関の中心であった「国連
合同エイズ計画」（UNAIDS）のサイトに、共
同声明の特集記事が掲載されている 20。以下、
その私訳を紹介しておく。

————————————————————
UNAIDS 公式サイト
特集記事
国際連合が LGBTI の人びとに対する暴力と差別の
終止符を求める
2015 年９月 29 日

12 の国連（UN）諸機関が、レズビアン・ゲイ・バ
イセクシャル・トランスジェンダー・インターセッ
クス（LGBTI）の人びとに対する暴力や差別への終
止符を求める共同声明を発表した。この共同声明は、
暴力・迫害・差別・スティグマ（烙印）から自由に
生きる LGBT I の人びとの権利を保護し、尊重し、
履行するように加盟諸国と協働することに関する
UN の機関間のコミットメント（誓約）を強調して
いる。それはまた、差別的な法律を廃止するように
諸国に求めている。

LGBT I の人びとは広範囲の人権侵害に直面してい
る。UN などの機関は、殺人・暴行・誘拐・レイプ・
性暴力のみならず制度的場面などの場面における拷
問や虐待をも含んで、あらゆる地域における LGBTI
の人びとに対する広範な身体的・心理的暴力を証拠
資料で証明してきた。

多くの諸国において、こうした（人権）侵害に対す
る対応は不適切である。その他の諸国ではこうした

（人権）侵害と闘う人権擁護者たちがしばしば迫害
され、自らの活動に対する制限に直面している。立
法上の枠組が、状況を悪化させていることもあり、
76 か国が成人間の同意の同性関係を犯罪としている
のである。こうした法律は、恣意的な逮捕や起訴、
投獄さらには少なくとも５カ国においては死刑まで
ものリスクに諸個人をさらしている。

LGBTI の人びとを周辺化する懲罰的な環境はまた、
HIV に対応する際に重大な諸課題を作り出してもい
る。ゲイ男性などの男性とセックスをする男性は、
一般人よりも HIV と共に生きるおそれが 19 倍であ
り、ゲイ男性などの男性とセックスをする男性の間
での HIV 罹患率は、アジア・太平洋やラテンアメリ
カを含むある一定の地域では上昇している。トラン
スジェンダーの女性は、HIV と共に生きるおそれが
49 倍である。

LGBT I の人びとの基本的人権の侵害に加えて、懲
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罰的な法律は、LGBTI の人びとが危機的な HIV や
その他の保健のサービスにアクセスする能力をひど
く制限している。サービス提供者はしばしば、ハラ
スメントや起訴の恐れのせいで、余儀なく仕事を辞
めざるをえないのである。

国連の潘基文事務総長は、昨年の国連総会の間に伝
えられたメッセージで、LG B T I の権利に対する自
らの支援を再確認した。「人権のための闘争——そ
して差別に対する闘争——は、国連の使命の中核に
ある。平等な権利のための闘争は、グローバルなエ
ンゲージメント（関与）を要求している。それゆえに、
国連は世界中で同性愛憎悪やトランス憎悪と取り組
むために積極的に働いているのである。」と彼は述
べた。

LGB T I の人びとに対する暴力と差別を終わらせる
ことに関する共同声明に署名した国連機関は以下の
通り：国際労働機関（ILO）、人権高等弁務官事務所

（OHCHR）、国連開発計画（UNDP）、国連教育科学
文化機関（UNESCO）、国連人口基金（UNFPA）、
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、国連児童基
金（UNICEF）、国連麻薬犯罪事務所（UNDOC）、ジェ
ンダー平等と女性のエンパワメントのための国連機
関（UN Women）、世界食糧計画（WFP）、世界保
健機関（WHO）、国連合同エイズ計画（UNAIDS）。
————————————————————

４．「LGBT I の人びとに対する暴力と差別を
終わらせること」2015/09/29
　以下、共同声明のテクストの日本語私訳を載
せておく。

レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェ
ンダー・インターセックスの人びとに対する暴力と
差別を終わらせること
国連プレス声明、
　
国連の諸機関は、レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・
トランスジェンダー・インターセックス（LGBTI）[1]

の成人や若者（青年期の人）や子供に対する暴力と
差別を終わらせるために迅速に行動するように諸国
に求めている。

すべての人は、暴力や迫害、差別、スティグマ（烙印）
から自由に生きる平等な権利を有している。国際人
権法は、すべての人が、区別なく、こうした権利を
享受できることを保証する諸国の法的義務を確立し
ている。私たちは、LGBT I の人びとの権利を守ろ
うとする多くの諸国における努力の増大を歓迎する
が一方で、世界中で、数百万の LGBTI の諸個人や
LGBT I と受け止められている人びと、およびその
家族が、広範な人権侵害に直面していることに、引
き続き重大な懸念を抱いている。これは警戒の原因

（心配の種）である——行動の理由である。

LGBTI の人びとの人権を支持する（守る）ことや、
暴力や差別的な法律や慣行のような虐待に対してそ
の人びとを保護する（守る）ことができないことは、
国際人権法の重大な侵害となり、社会に広範囲な影
響を与える——HIV 感染症を含んだ不健康や社会
的・経済的排除になりやすいことの増大の一因とな
り、家族やコミュニティに負担をかけ、経済成長や
ディーセントワーク（働きがいのある人間らしい仕
事）や将来の持続可能な開発目標の達成に向けた進
歩、にマイナスの影響を与えるのである。諸国は、
国際法の下で、差別や暴力から万人を守る第一の義
務を負っている。それゆえこれらの侵害には、政府
や議会、司法、国の人権機関による緊急な対応が必
要なのである。コミュニティや宗教的・政治的指導
者、労働者の組織、民間セクター、医療従事者、市
民社会組織（NPO）、メディアにも、果たすべき重
要な役割がある。人権は普遍的なものである——文
化的・宗教的・道徳的な慣行や信念や社会的態度を、
LGBT I の人びとを含むあらゆる集団に対する人権
侵害を正当化するためには、援用することはできな
いのである。

暴力から諸個人を守ること
　各国は以下の方法で LGBTI の人びとを暴力や拷
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問や虐待から守るべきである。
・�LGBTI の成人や若者（青年期の人）や子供およ

びその人たちの人権を擁護する人びと、に対する
暴力行為や拷問や虐待、を調査し、起訴し、それ
らに救済策を提供する

・�そのような暴力を予防し、監視し、報告する努力
を強化する

・�ヘイトクライム（憎悪犯罪）やヘイトスピーチに
反対する法律に、悪化要因として同性愛憎悪やト
ランス憎悪を組み入れる

・�LGBTI である（あるいはそうと受け止められて
いる）故の人びとの迫害は、亡命の有効な根拠と
なることがあり、そのような難民（亡命者）をそ
の生命や自由が脅かされるかもしれない所に戻さ
ないということを認識する

国連などの諸機関は、——制度的場面などの場面に
おける拷問や虐待のみならず殺人や暴行、誘拐、レ
イプ、性暴力も含んで——あらゆる地域における
LGBT I の人びとに対する広範な身体的・心理的暴
力を証拠資料で証明してきた。LG B T I の若者およ
びレズビアン・バイセクシャル・トランスジェンダー
の女性には、家庭やコミュニティの場面において、
身体的・心理的・性的な暴力の特定のリスクがある。
LGBTI の人びとは、迫害からの避難を求める時に、
および人道緊急事態において、暴力や差別にしばし
ば直面する。その人びとはまた、セクシュアリティ
指向を変える非倫理的で有害ないわゆる“治療”や、
強行的あるいは強制的な断種手術、強制的な生殖器
や肛門の検査、同意なしのインターセックスの子供
に対する不必要な手術や治療を含んで、医療的場面
においても虐待に直面することがある。多くの諸国
において、こうした（人権）侵害への対応は不適切
である。こうした侵害は過少報告され、しばしば適
切な調査や起訴がなされず、広範な刑事免責（処罰
を受けないこと）や、被害者に対する正義や救済や
支援の欠如となるのである。こうした（人権）侵害
と闘う人権擁護者たちは、しばしば迫害され、活動
に対する差別的な制限に直面している。

差別的法律を廃止すること
諸国は、以下の法律の見直しや廃止や適用の一時停
止の確立によってを含んで、国際人権基準を尊重す
るべきである。
・�同意成人間の同性行動を犯罪とする法律
・�ジェンダー表現に基づいてトランスジェンダーの

人びとを犯罪者とする法律
・�セクシュアリティ指向やジェンダー・アイデンティ

ティやジェンダー表現に基づいて人びとを逮捕し
たり、罰したり、差別したりするために用いられ
ているその他の法律

76 か国において法律が未だ、成人間の同意の同性関
係を犯罪とし、恣意的な逮捕や起訴や投獄——少な
くとも５か国では死刑までも——のリスクに諸個人
をさらしている。異性装を犯罪とする法律が、トラ
ンスジェンダーの人びとを逮捕し、罰するのに用い
られている。他の法律も、レズビアン・ゲイ・バイ
セクシュアル・トランスジェンダーの人びとの表現・
結社・平和的集会の自由に制限を加えたり、差別し
たり、拘留したり、嫌がらせをしたりするのに用い
られている。こうした差別的な法律は、スティグマ

（烙印）や差別のみならずヘイトクライム（憎悪犯罪）
や警官の権力乱用、拷問、虐待、家庭やコミュニティ
の暴力をも永続させることの一因となっており、そ
して保健や HIV サービスへのアクセスを妨げること
によって公衆衛生に悪影響を及ぼしている。

差別から諸個人を守ること
諸国は、以下のことによってを含んで、非差別に関
する国際人権基準を支持するべきである。

・�教育・雇用・ヘルスケア（医療）・住宅・社会的保
護・刑事司法におけるおよび亡命や収容の場面に
おけるを含んでーすべてのコンテクストにおける
LGBTI の成人や若者（青年期の人）や子供に対す
る差別を禁止すること；

・�虐待的な必須要件なしでトランスジェンダーの人
びとのジェンダー・アイデンティティの法的認知
を保証すること；
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・�対話や公教育や訓練を通して LG B T I の人びとに
対する偏見と闘うこと；

・�LGBTI の人びとが、開発や人道的イニシアティブ
（取組）を含んで、その人びとに影響を及ぼす法律
や政策やプログラム（計画）の策定や実施や監視
において、意見を聞かれ、そしてそれらに参加す
るということを保証すること；

LGBT I の人びとは——性別・人種・民族・年齢・
宗教・貧困・移住・障害・健康状態のような他の要
因に基づいた複数の形の差別を含んで——すべての
コンテクストおいて広範な差別や排除に直面してい
る。子供たちは、自らの事実上のあるいはそうと受
け止められているセクシュアリティ指向やジェン
ダー・アイデンティティ、あるいは両親のそれ、に
基づいたいじめや差別や、学校からの追放に直面し
ている。家族から拒絶された LGBTI の若者は、不
釣り合いなレベルの自殺やホームレス状態や食料不
足を経験している。差別や暴力は、LGBT I の人び
との周辺化や、HIV 感染を含んで不健康になりやす
いこと、の一因となるが、その人びとは、医療場面
やその他の場面において、ケア（治療・保護）の拒
否や差別的な態度や病理化（医療化）に直面してい
る。トランスジェンダーの人びとはしばしば、自ら
の選好のジェンダーの法的認知を否定され、あるい
はそのジェンダーを得るための強制的な断種手術や
治療や離婚のような虐待的な必須要件に直面したり
している。それらの必須要件が欠けているならば、
その人びとは排除や周辺化を被るのである。その人
びとに影響を及ぼす法律や政策の策定や実施や監視
から LGBTI の人びとを排除することは、その人び
との社会的・経済的周辺化を永続させるのである。

国連の支援
私たちの諸組織は、——すべての LGBTI の人びと
の人権を尊重し、保護し、促進し、履行するための、
国の制度や教育や訓練などのイニシアティブ（取組）
の強化、および憲法や立法や政策の変更、を通して
を含んで——加盟諸国やその他のステークホルダー

（利害関係者）がこの声明において概説された諸課

題に取り組むように勤める時に、それらを支援し、
援助する用意ができている。

[1] 本声明はレズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・
トランスジェンダー・インターセックスの人びとに
言及しているが、それはまた、他の用語でアイデン
ティティ確認することもある人びとを含んで、事実
上のあるいはそうと受け止められているセクシュア
リティ指向やジェンダー・アイデンティティや性徴
に基づいた暴力や差別に直面している他の人びとに
も言及していると読まれるべきである。

UNAIDS
国連合同エイズ計画（The Joint United Nations 
Programme on HIV/AIDS）（HIV/ エイズに関す
る共同国連プログラム）（UNAIDS）は、新たな
HIV 感染ゼロ・差別ゼロ・エイズ関連死亡ゼロの共
有ビジョンを達成するように、世界をリードし、鼓
舞している。UNAIDS は、11 の国連組織——国連
難民高等弁務官（UNHCR）、国連児童基金（ユニセ
フ UNICEF）、世界食糧計画（WFP）、国連開発計
画（UNDP）、国連人口基金（UNFPA）、国連薬物
犯罪事務所（UNODC）、ジェンダー平等と女性のエ
ンパワーメントのための国連機関（UN-Women）、
国際労働機関（ILO）、国連教育科学文化機関（ユネ
スコ UNESCO）、世界保健機関（WHO）、世界銀行

（World Bank）——の努力を結集して、そして「持
続可能な開発目標」の一部として 2030 年までにエ
イズ感染病の流行を終わらせることに向けてグロー
バルなおよび国内のパートナーと密接に協働してい
る。un a i d s . o r g でもっと学び、 Fa c e b o o k や
Twitter, Instagram, YouTube で私たちと接続して
ください。
————————————————————

５．おわりに
　国連テクストの英語では、sex /g e nd e r /
sexuality という概念は、それぞれ独立したも
のの見方や現実を伴うものとして把握されてい
る。しかしこれらの概念が、日本語に翻訳され
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た時には、「性」という言葉で一律に表記され
てしまう。しかもこの「性」という日本語には
すでに翻訳語として、sex という概念のものの
見方が染み込んでいるのである。Gend e r や
sexual i ty の概念を理解可能にするためには、

「性」とは別の新たな日本語概念が必要なので
はないだろうかと本稿では把握している。その
ためにセクシュアリティ指向やジェンダー・ア
イデンティティという日本語概念を用いて訳出
することで、sex/gender/sexuality という３
つの概念の違いを明確にすることを試みてい
る。21

　しかしながら、本稿で紹介した「I LO 駐日
事務所 のプレスリリースの紹介記事」での日
本語用法に見られるように、「トランスジェン
ダーの人々による自らの性別意識に基づく表
現」や「性的指向、自らの性別意識、性的特徴
を理由として」という日本語で記事が紹介され
て い る。 こ れ は 原 文 で は、Laws t h a t 
criminalize transgender people on the basis 
of their gender expression や on the basis of 
their sexual orientation, gender identity or 
gender expression. と表現されている部分に関
わるところだと思われるが、本稿では「ジェン
ダー表現に基づいてトランスジェンダーの人び
とを犯罪者とする法律」「セクシュアリティ指
向やジェンダー・アイデンティティやジェン
ダー表現に基づいて」と日本語表現しておいた
ところである。
　gender expression を「性別意識に基づく表
現」と表し、sexual orientation, gender 
identity を「性的指向、性別意識」と表してい
ることになる。「性」という言葉でしか表記さ
れない日本語文章の典型だと思われる。この日
本語文章における概念使用における問題点を解
明することが、本稿における今後の課題でもあ
る。
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